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長崎県五島列島岐宿町の粘土鉱床について
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　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　　At　the　central　region　ofFukue　island　in　the　Got61slands，the　lacustrine　deposit　belong－

ing　to　the　Pliocene～Pleistocene　overlies　granite－porphyry，

　　The　writer　named　it‘‘Kishuku　Formation”，which　is　divided　into　two　groupsンthe

lower　part－Terawaki　kaoline　clay　bed　and，the　upper　part－lgawa　gravel　sand　bed。

　　The　Terawaki　kaoline　clay　bed　consists　of　so－called‘‘Gaerome　claゾ，，“Kibushi　claゾ，

and“White－grey　cbゾ’．The　Kibushi　clay　and　white－grey　clay　mainly　consist　ofquartz，sericite

and　kaoline　minerals．

　　Besides　this，the　Kibushi　c1εしy　is　characteristic　of　containing　lignite．

　　They　sh。ow　SK310f　the　refractoriness　and　white　in　coler　by　buming．The　Gaerome

clay　consists　m翫inly　ofquartz　and　kaoline　minerals。

　　From　the　results　of　chemical　analysis乱nd　physical　examination，the　quality　and　grade

ofthese　clay　deposits　are　in　fhll　ofvariety。Therefbre，a（ietailed，investigation　w皿be　necossary。

　　The　deposit　is　comporatively　large　on　its　scale，and　the　reserves　of　Kibushi　clay　is

estimated　about6，000ラ000tons。

要　　旨

　福江島の中心部に分布する湖成層は，鮮新世～更新世

に属し，その範囲は東西2～2・5km，南北5kmの山内

盆地を占める．本層を岐宿層と命名し，さらに，下部の

寺脇陶土層と上部の居川砂礫層に区分した．

　寺脇陶土層は今回の調査の目的となった木節粘土のほ

か，その下部に蛙目粘土，上部に灰白色粘土を胚胎する

ことが判明した．これらについて，一部ではあるが，採

取試料の室内実験の結果から，木節粘土および灰白色粘

土は，共通的に，石英・セリサイト・カオリン鉱物を主

要鉱物とし，前者は有機物を含み，蛙目粘土は石英・カ

オリン鉱物を主体とする．

　今後，鉱量確定のための試錐および適性・用途などを

明らかにする各種物理試験が急務である．

1．緒　　言

昭和45年7月，筆者は岐宿町寺脇付近に木節粘土の産

＊九州出張所

出を知り，今回，その分布・規模および品質について，

地域開発の観点から，下記のとおり現地調査を行なっ

た．

　調査期間　自　昭和46年3月3日

　　　　　至　昭和46年3月12目
　調査に際しては，長崎県経済労働部企業振興課の好意

により，長崎県窯業試験所関秀哉技術吏員の参加協力を

得，さらに，採取試料の化学分析および物理試験による

鉱物決定・品質・用途適性など，貴重な資料の提供をう

けた．ここに，深甚の謝意を表する次第である．

2．位置および交通（第1図）

　長崎県南松浦郡岐宿町は五島列島のうち，最大の福江

島にあって，島の中央部から，その北域を占める．九州

本土から福江島へは，長崎港一福江港間に九州商船の定

期便が就航するほか，大村空港一福江空港間の全目空空

路も開けている．島内の交通は，五島バスが福江市を起

点として各町聞を運行し，岐宿町内には福江一岐宿一三

井楽，岐宿一二本楠一富江，福江一二本楠一荒川および
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　　　　　㈱…一…調査範囲

　　　第1図　　調査位
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玉之浦の各路線を通ずる．調査範囲は岐宿町地内の南域

で，福江島の中央部に当たり，東西2～2・5km，南北5km

におよぶ，

3。地　形（第2図）

福江島における山嶺や海岸線が，五島列島の地形的特

徴であるNE－SW線とNW－S　E線を示すように，岐宿

町と隣接市町との界線をなす標高300～400mの峰々は，

この2方向に従い，山勢は比較的険しく，西方の父ケ岳

（標高461m）は五島列島中の最高峰である．

地形は北方にのみ開け，北東流する水系には，東より

二里木場川・浦川・鰐川・小川原川および大川原川があ

る．町内の中央を流れる鰐川の中部流域には盆状地が開

け，その下流は三枚山一235．5m峰を結ぶ狭隣部が限

り，これより海岸まで玄武岩の峡谷がつづく．盆状地は

東西2～2・5km，南北5kmの沖積平野で，地元では山

内盆地の名があり，広く農耕地として利用されている．

盆地内には荒神岳（比高100m）を最高として，各所に

基盤岩である花闇斑岩が小島喚状に突起している．

4．地　　質（第3図・第4図）

4．1地質概要
五島列島を構成する地質は，第三紀中新世初期～中期

に属する五島層群と，これをつらぬく五島火山岩類およ

び五島花闇岩類，さらに，準平原化されたこれら基盤岩

類をおおう鮮新世～更新世の玄武岩熔岩からなる．

福江島のほぼ中央部を占める当地域には，北方に五島

層群が一部分布するのみで，ほとんど，これをつらぬく

花闇斑岩および粉岩で占められ，一部で玄武岩が五島層

群をおおう．

　山内盆地ではこれらを基盤として，鮮新世～更新世の

湖成層が発達し，盆地東域および南域の山麓近くでは，

第2図　仁田東方丘陵から北方，
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第4図　　地　質　断　面　図

一部に旧期崖錐が分布する．

4．2基盤岩類
粘土累層は湖沼堆積物で，五島層群およびこれをつら

ぬく現岩・花闇斑岩・玄武岩などを基盤岩とする．

　当地域の五島層群は砂岩および頁岩互層で，その走向

はN30。E内外，傾斜は50。N内外を示し，花崩斑岩と接

する鰐川左岸では，砂岩および頁岩はホルンフェルス化

し，堅緻な岩質となっている．

　粉岩は五島火山岩類の一員で，角閃石の柱状斑晶を多

く含み，斑晶はときに長さ1cmにおよぶ．本岩は松山

の東方谷に分布し，玉葱状構造を示す風化面は粘土化

し，山肌は赤褐色を呈している．花闇斑岩との直接の関

係は観察されないが，谷が示すNW－S　E方向をもって

両者は相接しているものと推定される，

　広く調査地域の周辺および盆地の基盤をなす花廟斑岩

は，五島花南岩類に属し，径数mm～1cmにおよぶ粗

大な石英斑晶を多く含む．岩質は風化し易く，これより

なる山麓の低丘は，平頂な地形を示す．

　玄武岩は鮮新世～更新世に盗流し，福江島をはじめ，

遠く五島列島北端の小値賀島・宇久島に分布し，福江島

産のものはアルカリかんらん玄武岩に属し，r福江岩」

の学名が付されている．当地域では，鰐川沿いの三枚山

一235．5m峰の狭隊部を埋め，これより下流域の北方に

向かって分布し，鰐川河岸の急崖や丘陵性台地をなして

いる．

4．3岐　宿　層（第5図・第6図）

前記諸岩のうち，主として花嵩斑岩を不整合におおっ

て山内盆地を占める湖沼堆積層を，筆者は地名に因んで

岐宿層と命名した．さらに，本層を下部の寺脇陶土層

と，上部の居川砂礫層とに区分したが，両者を合わせ全

層厚は20～30mと推定される．各地点で観察された断片

的な露出状態は，第6図に掲示した．

　4，3．1寺脇陶土層

　本層も，当初，木節粘土が発見された寺脇聚落の地名

をとって命名した．花闘斑岩を不整合におおう本層の基

底部には，通常，蛙目粘土を介在し，上部に従い木節粘

土，灰白色粘土およびアーコース砂が累層する．さら

に，この寺脇陶土層を不整合におおって，上部に居川砂
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式地質柱状図

礫層がのるが，その一断面を第7図に示した．

　蛙目粘土は暗灰色～榿褐色を呈し，1～5mmの石英

粒を含む。層厚は0．2～0．3mから，盆地東域の旧農業

訓練所跡付近や，西域の小田付近の小丘崖面で観察され

るように，1．5mにおよぶなど，場所によってかなり変

化に富むものと推定される．しかし，ときには，蛙目粘

土を全く欠き，中尾北西方の小谷では，図示のように径

20～30cmの礫を含む基底礫層が発達する，

　木節粘土は黒褐色～黒紫色を呈し，ときに，断口は滑

らかな光沢を呈し，軟弱で，可塑性強く，きわめて特徴

ある外観を有する．盆地縁辺部近くでは，砂質な部分

や，薄い砂層を挾み，あるいは，灰白色粘土や砂と細互

層し，岩相はかなり変化し，下底部近くでは，所により

炭化度の低い樹幹や枝葉を介在する．松山聚落の東方の

谷川底部で，含角礫炭質砂質粘土層中に産するものは，

幹径10数cm，長さ30～40cmにおよぶ．

　木節粘土は野外で容易に識別されるが，従来，当地域

ではその利用が知られなかった．最近は，農地の区画整

理工事や，山麓近くの新水田開拓に伴う剥土面や切割面

に，多くの好露出が観察され，その露出地は第3図に示

したように，盆地全域に散見される，とくに，荒神丘東

方や小田聚落一柿ノ木場聚落付近に多く観察され，層厚

の肥大部は第8図～第11図のように3mにおよぶと推定

される地点もあるが，蛙目粘土と同様に，場所により膨

縮に富むようである．

　灰白色粘土は木節粘土と漸移してその上位にある．木

節粘土とは，一応，その色調や，ほとんど腐植物を含ま

ないことから区別される．元来，帯青色であるが，風化

すれば灰白色～淡褐色を呈する．盆地の縁辺部で，灰白

色粘土と木節粘土との分級がすすんでいない場合は，木

節粘土を欠き，灰白色粘土が直接に基盤岩をおおい，ま

た，所により砂質を帯び，砂と粘土の互層の場合もあ

る．層厚は盆地縁辺部でLO～2．O　m，中心部では5m

以上に達するものと推定される．灰白色粘土の上位に

は，これと漸移するアーコーズ砂が累層する．

5一（63〉



　　　　　　　　　　　　地質調査所月報（第24巻第2号）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小田西方，小丘中の小崖面
　　　寺脇西方．溜池の北東岸　　　　　　　　　　　中嶽西方．区画整理農地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蟄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　衛・1避二甑占、斌1宰ヤ　　　　譲

蓬唾隷・．，，．．．池底選藝塗樗難

　　　　　居川南東方．山裾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柿1木場南西方

　　　　　繋！，　小田醐砂購　

　　　　　・　・　馨馴

饗燕議，鶉、、，懇鞘

罵｛嚢乳・・色粘璽撃　　＝　
　　　　　￥壽艶　　　　　炭片　輩髪室i～1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農道
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数値の単位は旧．

　　　　　巨璽赴圏磯囲アーコ畑匡ヨ灰白色粘土團木節粘土圏蛙目粘土團花闘囎

　二本楠西方．バス道沿線の切割面

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仁田東方

　　　　バス道　　　→，川

　　　　　中尾北西方．谷間

　　　　　世鷲1δ、
　　　　　　．。　　　　　　　穿
　　　　　・乙Flら、戸・訊モ5『1。1・：ちず0．5

磁霧懸掃1・
まれに20裾o鞭↓
　　　　　　十　　十　　十　　　　←

　　　田　団

　　中尾北方

一↑　・．ミ・；1』ニラ．1梱託？1㌦o

剣1　り　　れ　　パ　　が　 が　パ　　ヒロさ

婁1　一＝＿　1．〇
　一∫＝一一　↓
ノi峰二二二二二…豆晃

　　　　　　　　　第6図

　　　　丑ノ平北方

繋、，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農業訓練所跡付近南方

　　　丑ノ平南方バス道付近　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　榿灰色　　一↑　　　　　　　　　　　　　　　　　粘土混り→；」’．・・弦沖÷06
　　　　　77＿　　　　　　　　　　　　r一　一一　　　　　　寧
黒籍養蒙藁慧田　鰹塞・嚢≦…1・
　　　　一一一一2二P一↓　　　　　　　　　　　＝＝⊇＿＝二一一一　1．0
　　　　　と　　　　　ム　　　ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　田団　　　　　　　　　　一↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　　　　ム　　　　エ　　　ヰ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田　団

　　　　　丑ノ平付近
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農業訓練所跡付近北方

　　　　磯1・　　業、、

　姜ll鞠講響　　　　善ヂテ書：1，　　≠fτ，判

炭片竺郵巳5　　塑5　濃緑色砂　田団　　　　　　　　払　匙乱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畑

各地点における地質断面見取図

6一（64）



長崎県五島列島岐宿町の粘土鉱床にっいて（清島信之）
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土

灘識

第7図

灘

岐宿層の不整合 柿ノ木場

第8図　荒神岳東方の木節粘土露頭

　アーコーズ砂は灰榿色～灰褐色を呈し，含まれる石英

粒は径1mm以下から4～5mmまで種々の大きさを示

す．所によって含礫質であり，また，粘土薄層を挾み，

粘土層はときに肥大して層厚は1mにおよぶ．全般的に

盆地西域でよく発達し，小田西方の土砂採取跡では，層

厚は4mに達する．しかし，その上限はかなり複雑に起

伏した不整合面をもって居川砂礫層におおわれる．とき

に，直接，現成の表土におおわれることもあり，盆地の

地表下における発達状況も，場所によって変化に富むも

のと推定される．

　4．3．2居川砂礫層

　本層は寺脇陶土層を不整合におおい，前述のように基

底部は複雑な起状面を示し，寺脇陶土層と本層との間に

は，かなりの地質年代の間隙が推定される．

　本層は盆地西域でよく発達し，とくに，居川聚落付近

が模式地で，ここでは層厚は約20瓢に達する，礫は扁平
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第9図　　第8図の一部近影

な亜円礫で，径5cm内外を主とし，ときに，10cm余

のものを混える．一般に礫種は後背山地の地質構成を反

映し，盆地東域および南域では花闇斑岩を主とし，粉岩

を混え，西域では五島層群の砂岩・頁岩ホルンフェルス

および花南斑岩が相半ばする．所により連続性に乏しい

粘土を挾み（第12図），粘土層はときに発達して，二本

楠西方のバス道沿いでは，その層厚はL5mにおよぶ．

　4．4旧期崖錐
松山・坂ノ上および越地聚落付近の丘陵や山麓には，

径10cm内外の角礫パ塊状礫からなる，やや固結した崖

錐が，岐宿層あるいは花闇斑岩を直接おおっている．岐

宿層の上部をなす居川砂礫層とは，固結度，礫の形状を

異にし，堆積の底面は明確でないが，上限は居川砂礫層

の標高80mに対して20m高く，標高100mに達する．

　4．5沖積層
盆地内の平野は，粘土・砂からなり，広く田畑として

開かれている．周辺山地を構成する花南斑岩や紛岩は，

著しく風化が進んでいるため，鰐川およびその各支流

は，常時，流下土砂による埋没がはげしい．

5．　山内盆地の地史考察

　山内盆地を囲続する山嶺の方向性は，五島列島の基本

的な地質構造線であるNE－SWおよびNW－S　Eの2

方向と一致し，おそらく，福江島の陸化と同時に，盆地

の地形も，ほぼ，現状に近いものであったと考察され

る．
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　陸化後，直ちに鰐川による解析が進行したが，問もな

く，鮮新世～更新世に入って，ふたたび，火山活動が起

こり，鰐川流域に噴出した玄武岩は，主として，中流流

域から下流の海岸に向かって溢流した。玄武岩熔岩の南

限，すなわち，上流側は，盆地の北辺に当たる三枚山一

235．5m峰を結ぶ鰐川の狭騰部に達し，鰐川河床を埋没

した．このため，玄武岩熔岩は自然堰堤の役目をなし，

盆地内に湖沼（山内湖）が発生した．山内湖の堆積物は

前述の岐宿層で，前半は静かな湖底で沈積した寺脇陶土

層で，後半は一変して多雨期の洪水氾濫による居川砂礫

層がその上部をおおった．

　居川砂礫層の堆積中に，湖水は玄武岩の自然堰堤から

盗出しはじめ，河床は，漸次，削剥され，遂に，湖水は

減退して鰐川が再現した．湖水の減退に伴って，盆地中

心部では上部をなしていた居川砂礫層はほとんど流失

し，盆地周縁の山麓に残留するにとどまり，ほぼ，現在

の地貌を呈するに至った．

6．粘土鉱物

土の原土について，以下，各種分析および試験を行な

い，組成鉱物を決定するとともに品質を検討した．

　6．1X線粉末回折（第13－a～1図）

　使用した器械は，東芝自記X線回折装置ADG－101型

で，回折図中の鉱物記号は，

　Q：石英，F：長石，：K：カオリナイト，Sニセリサ

・イト，H：ハロイサイト，亘一H：加水ハロイサイト．

　前述，3種の粘土は，いずれも，10。A付近（角度で

は9。付近）に小さい反射ピークがある．この反射ピー

クは，加水ハロイサイトか，あるいは，セリサイトのも

のか区別するために，各々の試料を200℃，400℃，600

℃に力口熱した。

　200℃および400℃の場合，構成鉱物が加水ハロイサイ

トであると，10。Aの反尉ヒ。一クが消失し，7。A付近に

移動する．しかし，600℃の場合は，10QAの反射ピーク

は消失せず，従って，セリサイトによる反射ピークとい

える．X線粉末回折結果を半定量的にまとめると，第1

表のとおりとなる．

野外で区分された蛙目粘土，木節粘土および灰白色粘
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第　　1　　表 6．4耐火度および焼成呈色9

石　英 ハロイサイト
カオリナイト

セリサ
イト

灰白色粘土　　◎　　　　◎　　　　　　　　　　　　　　○
木節粘土　　◎　　　◎　　　　　　　　　　　　　　○
蛙目粘土　　◎　　　◎　　　　　　　　　　　　　　O
　◎……非常に多い．　◎……多い．　○……少ない．

　△……きわめて少ない．

長　石

△

△

△

灰白色粘土

木節粘土

耐火度
S，K．

31

31

焼成呈色

白色

白色

備 考

　6．2示差熱分析（第14図）

　各試料とも，カオリン鉱物の特徴である550℃付近の

吸熱ヒo一クと，カオリナイトの980℃付近の発熱ヒ。一ク

より低い940～950℃付近の発熱ピークを示す．980℃の

カオリナイトの発熱ピークより低い温度で発熱すること

は，カオリナイトの結晶度が悪いか，あるいはハロイサ

イト，加水ハロイサイトなどによるものであろう．

　灰白色粘土，木節粘土では100℃付近の吸熱ピーク

は，加水ハロイサイトによるもので，また，300℃付近

の小さい吸熱ピークはギブサイトによるものと考えられ

る．木節粘土の300＾・500℃の発熱ピークは有機物の分

解で，蛙目粘土の570℃付近の小さい吸熱ヒ。一クは，石

英のα一β転移によるものである．

　6。3化学分析
第2表から，いずれも，鉄分およびアルカリ金属がや

や多いことが特徴的である．

7．鉱　　床

焼成は1300℃（S．K．

10番）．

　鉱床は寺脇陶土層を構成する蛙目粘土，木節粘土およ

び灰白色粘土で，これらの外観，産状については，すで

に，4．3．1項で記述した．いずれも，粘土鉱物および石

英を主とし，現在までの一部の試料についての化学・物

理試験の結果，これらは耐火粘土として，それぞれの利

用が期待される．

　寺脇陶土層，すなわち，鉱床の分布は，山内盆地の周

縁部を含め，ほぼ，東西2・0～2・5km，南北5kmの範

囲を占めているが，山内湖の退水，陸化に伴うみずから

の再破壊により，盆地内では，上部の居川砂礫層の過半

をはじめ，アーコース砂，灰白色粘土，さらに，木節粘

土の一部までが流失した．その結果，現在みられるよう

に，鰐川の河床や河岸の各所に，下部の木節粘土が露出

するに至った．従って，鉱床の水平的，垂直的分布は，

構造的に基盤の起伏面の変化に加えて，2次的破壊の進

歩度に左右されるものと考えられる。

8．埋蔵量（第15図）

岐宿層が限られた区域の湖成堆積物であることから，

↑灰白色粘土

奮

木節粘土

吸

熱

1期粘土

0 2　　　3 45678910温度（XlOO。C）

第14図　示差熱分析曲線図

第　　2　　表

＼、．、
試料名

一
一
遡
」

Siq％IA臓％1鴫％ITiq％匝・％iMg・％馬・％1嘔・％1・＆㎞％睡1％

灰白色粘土
木　節　粘　土

蛙　目　粘　土

54．76　　　28．95　　　　2．4：7

54．43　　　26．55　　　　1．90

75．37　　　14．77　　　　1．35

0．76　　　　0．06　　　　0．72　　　　2．82　　　　0．40　　　　9．31　　100．25

0．77　　　　0．06　　　　0．71　　　3，03　　　　0．63　　　　9．31　　100．09

0．66　　　　0．20　　　　0．32　　　2．55　　　　0．25　　　4．77　　100．25

17一（75）



地質調査所月報（第24巻第2号）

1る7

1，390，625m2

2◎

1，537，600トン

試
錐　　　　1459

薔

聾ζづ

寺画
脇
地

区

荒
神
岳　　3
△1655　◎

4本
◎楠
　地
　区

5
◎

64b3

2規375皿2
生585，600トン

　　　　　7
6　　　　　　　　◎
◎

。109β

第15図　埋蔵量計算区画図

　　　　（木節粘土について）

埋蔵量算出の範囲はおのずから明らかであるが，今次調

査は地質概要を知るにとどまり，とくに，平野部の地下

における賦存状態が不明確なため，一応，木節粘土につ

いてのみ，下記の諸条件のもとに計算を行なった．

分布面積…露頭および推定露頭線近くの風化帯は幅50

　　　　　mを除外した．その結果，自動的に寺脇・

　　　　　二本楠の2地区に区分された．さらに，道

　　　　　路や人家密集地帯は不可掘区域とした．

平均層厚…今後の試錐結果および品質分布の検討によ

　　　　　り決定されねばならないが，一応，2mと

　　　　　仮定．

比重　　・・2．0

安全率　・・地下深部における地質状態が不明確なた

　　　　　め，80％．

実収率　・・採掘技術上の係数で，平坦な地形的条件に

　　　　　恵まれているため，80％を見込む．

実収量

　寺脇地区　　可採面積 600，625m2

　　　　　　実収量　　1，537，600t

二本楠地区　可採面積　　963，125m2

　　　　　　実収量　4，585，600t

　合計一　　　　　　　6，123，200t

9．開発に対する意見

　木節粘土を対象とした調査であったが，さらに，蛙目

粘土および灰白色粘土の賦存することも判明し，この爽

粘土層を寺脇陶土層と命名した．

　寺脇陶土層の分布にっいては，地質調査によりその概

要を把握したが，基盤の起状がはげしく，陶土層の層厚

や賦存深度についてもかなり複雑な変化が予想されるの

で，第15図に示した位置で，7本の試錐井を計画した．

いずれも，基盤までの深さは30m前後と推定される．

　一方，採取試料は約65コにおよんだが，未だ，一部に

ついての分析，試験にとどまり，品質についても不明な

点が多いが，木節粘土および灰白色粘土は磁器素地とし

て，また，蛙目粘土は水簸して石英と粘土鉱物とを分離

すれば，多くの面での利用も考えられる．当粘土の特性

決定までには，さらに，多くのデータの積み重ねが必要

で，鉱床としての評価には，今後，なお，かなりの時目

を要するものと思考される．

10．結　　言

　寺脇陶土層は花闇斑岩を主な基盤とし，最下部に蛙目

粘土，その上位に木節粘土，灰白色粘土およびアーコー

ズ砂が累層し，盆地中心部では層厚は10m以上に達する

ものと推定される．寺脇陶土層を不整合におおって，居

川砂礫層がのり，両者を合わせた岐宿層は，山内盆地に

発生した山内湖の堆積物で，鮮新世～更新世に属する．

　その分布は，東西2～2．5km，南北5kmの山内盆地

を占めることが判明したが，単一地区における粘土鉱床

としては，その分布規模は大きく，木節粘土についての

みでも，埋蔵量は実収量600万tと概算された．

　今後，埋蔵量の確定のための試錐を実施し，蛙目粘土

および灰白色粘土についても，その賦存状態を明らかに

する必要がある．

　品質については，当地区の木節粘土が，今日までその

利用が知られなかったため，過去に，各種の品質試験が

行なわれたことはなく，木節粘土の発見直後の昭和45年

（1970）秋に，岐宿町の依頼により長崎県窯業試験所

（当時，長崎県窯業技術センター）が，2コ試料につい

て行なった化学分析，X線粉末回折，耐火度および焼成

試験を礪矢とする．

　ついで，今次調査の採取試料の一部について，同じ
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く，長崎県窯業試験所で，X線粉末回折および示差熱分

析が行なわれたすぎないが，以上の数少ないデータか

ら，木節粘土および灰白色粘土は，主として，石英・セ

リサイト・カオリン鉱物で構成され，副成分としてギブ

サイト・長石を伴い，木節粘土は有機物を含むことが特

徴である．蛙目粘土は石英・カオリン鉱物を主とし，副

成分にセリサイト・長石などを含む．

　考えられるこれらの粘土の用途は，すでに，前項で述

ぺたとおりであるが，未だ，当地区の粘土が耐火物原料

や窯業資源として，どの程度の品質にランクされるか，

その特性ならびに用途についても，今後の研究にまたね

ばならないことは当然である．
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